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動かない旅 想像せよ、
それでもなお

この演劇作品は8人の書き手によって創作された30の
戯曲から構成されている。 8人は初夏から盛夏にかけて
福島県を訪れ、その経験をもとに戯曲を書いた。上演は
7日間12回におよび各上演は内容が異なる。この総体を
通して一つの作品であるが、何よりもそのうちの一つの
上演を観劇することをこの演劇作品の目的としている。こ
れは、それぞれの部分が総体を構成するような総合の道
筋とは違う作品構成が呈示できないだろうかという試みで
もある。
上演という一つの要素が総合され総体を構成するが、

その総体も感取できない全体に開かれてもいる。私たち
がこのような上演形態をとるのには、ただ総体を把握する
ことを不可能にしようとしているのではなく、一つの上演
を閉じられた総体の構成要素としてだけではなく、その総
体に従属するのではない出来事として捉えたいという意図
がある。つまり、出来事（events）とは、予測できない
一回限りのハプニングやアクシデントではなく、周到に準
備された言葉と運動の複合体であり、それらの表現され
た形象は決して知覚できない全体（物自体）の影であり
閃きである。今回の『福島を上演する』は前回の『福
島を上演する』からの継続であり、次回のそれへと引き
継がれていく上演自体の持続性を含んでいる。このように
して全体は、部分が総体を構成することからは把捉でき
ない何事か（この宇宙や生そのもの）であるが、まさし
く全体は上演の持続性のうちに受肉（incarnation）する
と私たちは確信しているのだ。
感覚的に把みきれない何事かは、それでも知覚すべき
何事かとして表象の空間に潜在しており、それはあくまで
も表現されなければならない。そのとき、過去・現在・
未来と空間上に配置され空間に従属していた時間は運
動の表象に奉仕していた役割を放棄し、「上演の持続」
として顕現するのである。それを私たちは「出来事の演劇」
と呼び、「演劇の皮膚」と称してきた。
それは、戯曲の要請する場所や動きもしくは心理や感
情、内面を外化するようなまとまりのあるリアルな演技と
決別することであり、劇場空間における立ち位置の呈示
（ポーズ）、マイムの動き、平板な発話として表現すると
いうことである。また、戯曲の書かれた場所と行為、セリ
フを記号的に、あるいはステレオタイプに再現し、むき出
しの劇場空間においてそれが上演されることを呈示するこ

マレビトの会
山﨑健太（演劇研究・批評）

とである。そこに「劇場空間であること」と「戯曲の中
にあること」の同時性（二重性）としての「隔たり」が
生じるのである。「隔たり」とは「いま・ここ」にあることと「い
ま・そこ」にあることの間の適切な距離感が揺さぶられる
ことである。私たちの歴史や社会という既存の堅固な表
象の回路に裂け目を生み出し、小さな回路を創出するこ
とが「全体からの受肉」であるとともに「全体への開放」
である。
北のミサイルが飛んできて Jアラートが鳴ったら、近くの
頑丈な建造物に身を隠さねばならない。モビリティが問わ
れている平和な時代だというのにまことに気の毒で滑稽
な事態だ。ひとたび緊急となれば、この身動きの取れな
さは一体なんなのだろうか。しかし、もはや、アラートが
鳴る鳴らないの問題ではない。カフカの「弁護人」※1の
ように、私たちの身体に刻印された「法」はそれが鳴動
する度に私たちが「法の前」にあることを自覚させるのだ。
「たまたまそのとき自分が立っている場所こそこの鳴動の
震源地ではあるまいかという気もし、このほうがもっとほん
とうらしくおもえるのであった」（「弁護人」）それはしかし
錯覚で、本当の鳴動はどこか遠くから聞こえてくる。この
遠近感を喪失した警告音の遍在こそが「裁きの前触れ」
なのである。その不確かでも明瞭な音は常に可動性とい
うフィクション（グローバリゼーションの世界）をこの裁き
の現実のほうへと目覚めさせる。そもそも私たちは自由に
身動きなどとれるはずがなかったのだ。
それでもなお「動かない旅」を始めることしかない。プ
ラハの深夜を生きたカフカこそがその特異な旅の達人
だった。その旅はどこかの地点からどこかへの2点間の移
動ではない。この身体の動きに合わせこの先に異様な時
空間が生じるような「ここ」からのもどかしい延長であり、
しかも「そこ」をどこだと名づけようのない奇妙な旅である。

マレビトの会
2003年、舞台芸術の可能性を模索する集団として設立。代表の松田
正隆の作・演出により第1回公演『島式振動器官』を上演する。09年
以降は、集団創作に重きを置くとともに、展覧会形式での上演や、現
実の街中での上演、インターネット上のソーシャルメディアを用いた上
演など、既存の上演形式にとどまらない、さまざまな演劇表現の可能
性を追求している。

松田正隆
マレビトの会代表。1962年長崎県生まれ。2003年、演劇の可能性を
模索する集団「マレビトの会」を結成。主な作品に『cryptograph』（07）、
『声紋都市̶父への手紙』（09）、写真家笹岡啓子との共同作品
『PARK CITY』（09）、『HIROSHIMA-HAPCHEON：二つの都市をめぐる展覧
会』（10）、『アンティゴネーへの旅の記録とその上演』（12）、『長崎
を上演する』（13－16） などがある。立教大学映像身体学科教授。

山﨑健太
1983年生まれ。演劇研究・批評。演劇批評誌『紙背』編集長。早
稲田大学演劇博物館助手。「CoRich舞台芸術まつり！2017春」審
査員。「現代日本演劇のSF的諸相」（『SFマガジン』2014年4月号～
2017年4月号）など、現代日本演劇に関する執筆多数。

©igaki photo studio城崎国際アートセンターでの稽古風景 Photo: Masanobu NishinoF/T16『福島を上演する』より

マレビトの会『福島を上演する』は演劇の原理で他
者への倫理を問う。突飛にも思える公演形態とラディカ
ルな上演の形式はそのための手段だ。
『福島を上演する』では全ての回で異なる複数の戯曲
が上演される。 2017年は12公演、約30本の戯曲が上
演される予定だ。「12公演全体で1つの作品というコン
セプト」に照らすならば、ほとんどの観客は『福島を上
演する』のごく一部しか見ることができないようあらかじ
め条件づけられている。2016年が4公演21本の上演だっ
たことを考えると、全体の把握を困難なものにせんとす
る意図はより徹底されていると言えるだろう。公演回数
が3倍となっただけではない。会場がにしすがも創造舎
からシアターグリーンBASE THEATERに変わったことで、1

公演あたりの客席数は大きく減った。結果として、全て
の公演を見ることができる観客の数はそもそも物理的に
制限されている。
あるいは、個々の戯曲を1つの作品として考えるなら
ば、このような公演形態は同じ作品を繰り返し上演する
こと/見ることへの抵抗であると捉えることもできる。「都
市で同じことは二度起こらない」。※1（しかし一方で、『福
島を上演する』が演劇である以上、その背後には稽古
という繰り返しがあからさまに潜在しているのもまた事実
である。このことはどう考えればいいのだろうか ?　実際
のところ、今回上演される戯曲のうちの何本かは試演
会という形ですでに上演されたことのあるものであり、厳
密な意味での一回性は損なわれている。また、出来事
の一回性ということを重視するのであれば、上演に先
立って全ての戯曲を公開し、各日の上演戯曲まで前もっ
て告知する理由はどこにあるのだろうか ?）。

1回の上演が必ず複数の書き手の戯曲によって構成
されていること、演出に複数の人間の名前がクレジット
されていることもまた、全体を一つの視点に収
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させま
いという意志の表れだろう。『福島を上演する』を含む
プロジェクトの全体が極めて長い時間軸の中に置かれ
ている点にも同様の意図を読み取ることができる。『福
島を上演する』は長崎・福島・広島の三都市を「上
演する」プロジェクトの一部で、前身となった『長崎を
上演する』は2013年から2016年にかけて上演された。

すでにプロジェクトの開始からはおよそ5年が経過して
おり、「広島」にも同じ程度の時間がかけられるならば、
全体としてはおよそ10年間のプロジェクトになる。基本
となる方法論自体はプロジェクトを通して引き継がれて
いるようだが、10年にもわたるプロジェクトの全体像を
把握することが困難なことは言うまでもない。
ある「私」が全てを知ることの不可能性。このこと
は、上演の形式にも強く関係している。 2016年の『福
島を上演する』の上演において、要素は極端に切り
詰められていた。元体育館の空間をそのまま使い、パ
イプ椅子が4脚置かれただけのガランとした空間。そこ
に立つ俳優たちの演技もまた、限りなく削ぎ落とされた
ものだ。ときに棒読みにさえ聞こえる台詞と大雑把な
動作。舞台美術どころか小道具も一切使われていな
いため、動作の多くは無対象、つまり、何もない空間
に対して（そこに何かがあるかのように）行なわれる。
リアルな虚構を作り上げようとする意志は感じられず、
観客は乏しい手がかりを元に虚構を立ち上がらせるた
めに、積極的に想像力を働かせることを求められる。
ところが、その試みはしばしば失敗する。たとえば、
昨年上演された『見知らぬ人』（作 :松田正隆）に
は3人の人物が登場する。立って洗い物をしているらし
い女性と床に座り込んで本のページを繰っているらしい
また別の女性、そしてその隣にただ正座している男性。
ある家族の食後の風景、と思った次の瞬間、座って
いる女性がこう言う。「お母さん、なんか知らない人が
いるんだけど」。
観客の想像力を利用した、他愛ないと言えば他愛な

い引っかけだ。しかしこの瞬間、笑いとともに現実がぐ
にゃりと歪むような感覚を覚えた。遊戯的な快楽ととも
に訪れる恐怖。私が信じた「現実」は呆気なくまた
別の「現実」に取って代わられてしまった。戯曲とし
て書かれ、観客が享受する（はずの）虚構と、俳優
を含む舞台上の現実との結びつきの弱さが露わになっ
た瞬間だった。
だが、この弱さにこそ『福島を上演する』の方法論
は賭けられている。舞台上の虚構の解像度の低さは、
観客を信頼するがゆえのものだ。『福島を上演する』
は、遠い隔たりを前になお想像しようとする力と姿勢を
問う。「今ここ」にいながらにして「ここではない場所」
を思い描き、「そこにいる人」に「そこにはいない人」
を重ねて見る演劇的想像力。私は他人になることはで
きない。だが、そこに無数の誤
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が含まれることが避
けられないとしても、それでも他人のことを想像するこ
とは、そう努力することはできる。観客に想像力による

※１ 森麻奈美「稽古場より：〈ゆるさ〉と〈強度〉のあいだで」
 （2016年『福島を上演する』当日パンフレット掲載）

※１ フランツ・カフカ「弁護人」『カフカ全集2』（1992）
 前田敬作訳、新潮社

ある種の跳躍を要求しつつ、同時にその失敗をも前提
とするアンビバレント。他者への倫理は辛うじてそこに
存在するだろう。

2017年の『福島を上演する』にはどのような展開が
期待できるだろうか。上演空間の変更は一つのポイン
トだ。 2016年の上演では、個々の俳優を中心として
立ち上がる虚構の空間と、その背景として常にそこに
あり続ける元体育館の広い現実の空間とのせめぎ合
いがある種の力場を形成していた。だが、2017年の
上演は劇場という匿名性の高い、しかもはるかに狭い
空間で行われる。現実の空間は容易に虚構に覆われ
てしまうだろう。このような条件の下で、現実と虚構と
のせめぎ合いをどのように成立させるのか。
また、2017年版では、昨年は福島市内に限定して
いた取材範囲を県内全域に広げたという。 3月の試
演会で上演された戯曲には、2016年の上演戯曲と比
較して、直接的に震災や原発事故に言及する場面が
多いように感じた。ここで気になるのは、観客にとっ
て完全に未知の事象が舞台に上げられたとき、想像
力はどのように機能し得るのかという点だ。想像力が
機能不全に陥るのならば、そのような事象を舞台に上
げることにはどのような意味があるのか。他ならぬ私
は、そのような事象にどう対峙できるのか。この問い
に正しく答えることは難しい。だが、答えはもちろん決
まっているのだ。

「だから、この廊下でなにも見つからなければ、ドアを
つぎつぎにあけるのだ。ドアのむこうになにも見つからな
くても、さらに上の階がある。上の階になにもなくても、
それで万事休したのではない。さらに上に登っていくの
だ。おまえが登ることをやめないかぎり、階段もなくなら
ない。おまえの脚が登っていくにつれて、階段も伸びて
いくのだ」（「弁護人」）
いま・ここからの空間の延長と時間の持続、いま・そ

こでの生成変化。そこにこそ私たちの演劇の領域があ
るのではなかろうか。　


